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《
一
般
会
計
》

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予
算

に
、
１
億
４
８
５
３
万
９
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

１
９
７
億
６
９
１
５
万
８
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費

施
設
整
備
事
業
費
で
、
多
目
的

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
施

設
整
備
に
２
７
０
２
万
余
円
を
増

額
●
地
域
活
性
化
推
進
事
業
費

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費

１
６
０
０
万
円
を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
地
域
福
祉
推
進
事

業
費
で
、
補
助
金
４
２
１
万
円
の

追
加
●
保
育
所
運
営
事
業
費
で
、

駐
車
場
整
備
工
事
費
１
９
６
万
余

円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
環
境
保
全
対
策
事

業
費
で
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
補
助
金
５
０
４
万
円
を
増
額

条
　
例

補 

正 

予 

算

人
　
事

９月市議会
定例会報告

　８月31日から９月20日まで、21日間
の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１
件、予算報告１件、条例案５件、予算
案７件、決算認定14件、人事案２件の
あわせて30件が審議され、いずれも原
案どおり可決などとなりました。
　また、議員提案による意見書などに
ついても審議されました。
　主な内容をお知らせします。

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
新
規
就

農
者
支
援
事
業
費
で
、
補
助
金

２
２
０
万
円
を
増
額
●
農
業
用
水

路
等
維
持
管
理
事
業
費
で
、
水
路

等
修
繕
工
事
費
１
７
１
３
万
余
円

を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
工
業
推
進
事
業

で
、
高
丘
工
業
団
地
工
場
排
水
管

整
備
工
事
費
５
６
０
万
円
の
追
加

●
観
光
施
設
管
理
運
営
事
業
費

で
、
間
山
温
泉
公
園
温
泉
水
中
ポ

ン
プ
交
換
工
事
費
８
０
０
万
円
を

増
額

〈
土
木
費
〉
●
生
活
道
路
整
備
事

業
費
で
、
用
地
取
得
、
支
障
物
件

補
償
料
等
３
２
５
万
余
円
の
追
加

●
舗
装
事
業
費
で
、
舗
装
新
設
・

表
層
舗
装
工
事
費
１
２
５
０
万
円

を
増
額
●
道
路
維
持
事
業
費
で
、

道
路
等
修
繕
工
事
費
３
０
０
０
万

円
を
増
額
●
交
通
安
全
対
策
特
別

事
業
費
で
、
路
面
表
示
新
設
工
事

費
１
０
０
万
円
を
増
額
●
公
園
緑

地
管
理
事
業
費
で
、
公
園
施
設
整

備
工
事
費
４
２
０
万
円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
団
運
営
事
業

費
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

費
４
２
０
万
円
の
追
加

〈
教
育
費
〉
●
小
・
中
学
校
管
理

運
営
事
業
費
で
、
施
設
環
境
整
備

委
託
費
１
１
４
万
余
円
の
追
加
●

博
物
館
管
理
事
業
費
で
、
臨
時
職

員
賃
金
１
３
５
万
余
円
の
追
加

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
財
政

調
整
基
金
積
立
金
７
９
０
２
万
余

円
を
増
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉
●
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

３
９
８
万
余
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
金
７
４
７
万
余

円
を
増
額
●
国
庫
負
担
金
返
還
金

９
８
０
万
余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
公
共
下
水
道

整
備
事
業
費
５
１
２
３
万
余
円
を

増
額
●
公
共
下
水
道
整
備
基
金
積

立
金
２
２
１
２
万
余
円
を
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
脱

水
汚
泥
等
放
射
性
物
質
の
測
定

３
１
５
万
円
を
増
額
●
基
金
積
立

金
１
２
１
４
万
余
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
配
水
施
設
改
良

費
１
億
６
５
６
０
万
円
を
増
額

里
山
を
歩
こ
う

箱は

こ

や

ま山
は
標
高
６
９
５
㍍
　

　

　

山
頂
に
は
大
き
な
石
塔
と
石
祠

が
あ
り
、
中
野
市
街
地
が
見
下
ろ

せ
ま
す
。

鴨か

も

が

た

け

ヶ
岳
は
標
高
６
８
８

㍍

　
数
多
く
の
史
跡
が
点
在
し
、
山

頂
に
は
戦
国
時
代
に
高
梨
政
盛
氏

が
築
い
た
鴨
ヶ
獄
城
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

期日　11月３日㈭・祝日
時間　午前９時～正午ごろ
コース　日本土人形資料館付近から更科峠箱山峠を
巡る周回コース【注】箱山・鴨ヶ岳トレッキング
コースとは異なります。
参加費　１５０円（保険料など）
申し込み期限　10月21日㈮
申し込み方法　市役所都市計画課、豊田支所地域振
興課にあります参加申込書により、お申し込みくだ
さい。

問い合わせ先　市役所商工観光課観光係
☎（２２）２１１１（内線２５９）なかの景観ウォーキング

～頼朝伝説の道（更科峠）
一茶の歩いた道（箱山峠）～

2011

《
中
野
財
産
区
管
理
委
員
》

　
畔あ

ぜ
が
み上

あ
い
子こ

委
員
の
任
期
が
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

同
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
議
会

の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　
須す

は

ら原
政ま

さ

こ子
委
員
の
任
期
が
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
と
し
て

長な
が
は
り針
純じ

ゅ
ん
こ香
さ
ん
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

「
中
野
市
市
税
条
例
等
」
の
一
部

改
正

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
罰
則
に
係
る
過
料
の
引
き
上

げ
と
新
設
、
寄
附
金
税
額
控
除
の

拡
充
に
係
る
条
文
の
整
備
、
税
負

担
軽
減
措
置
な
ど
に
係
る
適
用
期

間
の
延
長
、
併
せ
て
、
引
用
条
項

の
整
理
を
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
都
市
計
画
税
条
例
」
の

一
部
改
正

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
引
用
条
項
の
整
理
を
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

「
中
野
市
情
報
通
信
施
設
条
例
」

の
一
部
改
正

　
放
送
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
備
と
、
引
用
法
令
、
条

項
の
整
理
を
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
音
声
告
知
放
送
施
設
条

例
」
の
一
部
改
正

　
放
送
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
法
令
の
整
理
を
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
弔

慰
金
支
給
対
象
者
の
範
囲
を
、
条

件
付
き
で
拡
大
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　９月４日㈰、約40名の栗和田区民の皆さんが、箱山
登山道の下草刈りや階段部丸太整備を行いました。
　これは、市民の皆さんに山登りを安全かつ、快適に
楽しんでいただくために整備したもので、材料は市か
ら支給しました。
　これから山登りには最適なシーズンを迎えます。お
気軽にお出掛けになってはいかがでしょうか。

箱山山頂からの眺め

登山道

問い合わせ先
市景観・美化推進協議会事務局（市役所都市計画課内）
☎（２２）２１１１（内線２７３）


